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【例①】引出した場合
引出した翌月に事務局で確認し、引出した翌々月から1年間奨励金停止となります。

株式を引出した場合の奨励金の取扱いについて

株式を引き出すと、引出月の翌々月から1年間、会社からの奨励金を停止します。

持株会規約改定のお知らせ

取扱い 2027年2月～
引出月の翌々月から1年間（12回）、会社からの奨励金を停止します。
拠出休止期間は除きます。

1月 2月 4月
奨励金停止
(1回目)

奨励金停止期間
(8回分)

奨励金停止
(3回目)

3月
奨励金の
支給再開

引出し
5月

奨励金停止
(2回目)

翌年3月

株式を引出し 事務局で引出し
を確認

奨励金停止
(12回目)

翌年
2月

お手続き・出来事 奨励金の状況

株式を引出す
（引出し）

持株会口座から本人名義の証券口
座へ株式を引出し

事務局で確認
（翌月）

開始
再開

引出しの翌月に、事務局でお手続
きを確認

引出月の翌々月の給与から、会社
からの奨励金の支給を停止

停止期間(12回分)が終了した翌月
の給与から、奨励金の支給を再開

奨励金の停止開始
（引出月の翌々月から）

奨励金停止期間(12回分)

再開
（1年間経過後の翌月から）

引出しを確認

持株会口座 個人口座

株式 株式
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【例②】複数回引出しを行った場合
奨励金停止期間中に再度引出した場合は、最後に引出した月の翌々月から１年間停止

1月 2月 4月 5月

奨励金停止
(2回目)

奨励金停止
(1回目)

奨励金停止
(1回目)

6月 7月

奨励金停止期間
(10回分)

奨励金停止
(3回目)

3月 翌年7月

奨励金の
支給再開

複数回引出し

【例③】奨励金停止期間中に休止を行った場合（休止と再開申請）
拠出休止期間は奨励金停止期間に含まない

1月 2月 4月 5月

奨励金停止
(2回目)

奨励金停止
(1回目)

奨励金停止
(4回目)

6月

奨励金停止期間
(7回分)

奨励金停止
(3回目)

3月 翌年5月

奨励金の
支給再開

休止と再開申請

休止申請
奨励金停止期間に含まない

7月

再開申請

8月

お手続き・出来事 奨励金の状況

お手続き・出来事 奨励金の状況

株式を引出し

株式を引出し

事務局で引出し
を確認

事務局で引出し
を確認

株式を引出し 事務局で引出し
を確認

翌年
6月
奨励金停止
(12回目)

翌年
4月

奨励金停止
(12回目)
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【例④】給与天引きができない場合（給与天引き不可による休止）
給与天引きができず拠出休止となる期間は、奨励金停止期間に含みません

1月 2月 4月 5月

奨励金停止
(2回目)

奨励金停止
(1回目)

奨励金停止
(3回目)

6月 8月

奨励金停止期間
(8回分)

3月 翌年6月

奨励金の
支給再開

給与天引き不可による休止 お手続き・出来事 奨励金の状況

株式を引出し 事務局で引出し
を確認

翌年
5月

奨励金停止
(12回目)

給与天引き不可⇒
拠出休止

7月

再開申請

奨励金停止期間に含まない

◆お問い合わせ先
ＳＧホールディングスグループ従業員持株会事務局
〒601-8104 京都市南区上鳥羽角田町６８番地

sgh_mochikabu@sg-hldgs.co.jp

持株会規約改定のお知らせ
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官公庁出向期間中の持株会手続きについて
取扱い 2027年2月～

出向期間中は持株会を退会することなく、拠出休止として取り扱います。

(※) 大和証券の持株会会員専用サイト「オンライントレード」から、
WEBでのみお手続きが可能です。

改定後
紙申請
出向時は持株会を一度退会し、
帰任時に再入会手続き

WEB申請(※)
出向時は拠出休止扱いとし、
帰任後に拠出再開手続き

退会届

印

入会届

印

WEB
休止

WEBWEB

帰任 再開

(出向時)
退会 再入会

(出向時)
拠出休止 拠出再開

改定前

帰任
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SGホールディングスグループ従業員持株会規約 （抜粋 改定箇所）

●従業員持株会規約 改定
（会 員）
第４条 会員は、会社及び会社が直接又は間接に支配している国内会社（以下「子会社等」という。）の従業

員（ただし、正社員、準社員及び嘱託社員に限る。）及び取締役を兼任していない執行役員とし、会社
からの出向者を含むものとする。

２ 前項の定めにかかわらず、官公庁への出向等、会社の命により一定期間従業員でなくな
る者については、理事⾧の承認を得て当該期間に限り拠出を休止することができる。この
場合の取扱いについては、第７条第５項及び第６項の規定を準用する。
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SGホールディングスグループ従業員持株会規約 （抜粋 改定箇所）

●従業員持株会規約 改定
（奨励金）
第９条 会員は、第７条の定時拠出金１口に対して100 円の奨励金を会社から支給され、これをこの会

に出資する。ただし、会員が子会社等の従業員である場合には、当該子会社等から支給されるも
のとする。

＜以下新設＞
２ 前項の定めにかかわらず、会員が持株会口座から自己の名義による証券口座へ株式を移管（以

下「引出し」という。）した場合には、当該引出しの日が属する月の翌々月から起算して１年間、
当該会員に対しては奨励金を支給しない。

３ 前項の適用期間中に会員が再度引出しを行った場合には、当該再度の引出しの日が属する月の
翌々月から、新たに１年間奨励金の支給を停止するものとする。

４ 前二項の適用期間中に会員が第７条第５項に定める拠出の休止を行った場合には、当該休止期
間は奨励金支給停止期間に算入しないものとし、拠出再開後、再開月の翌月から奨励金支給停止
期間の残期間を再開する。

５ 会員が同一の月において引出し及び第７条第５項に定める拠出の休止を行った場合には、当該
休止後の積立再開後の翌月から、新たに１年間奨励金の支給を停止するものとする。

６ 本条は、会員の中⾧期的な資産形成を促進し、安定株主としての役割を維持することを目的と
し、短期的な売却による利益取得を抑制するために設けるものであり、引出しそのものを制限す
るものではない。
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SGホールディングスグループ従業員持株会規約 （抜粋 改定箇所）

従業員持株会規約 改定
第19条 会員は、登録配分された株式数が100株以上になったときは、100株を単位として引き

出すことができる。この場合、毎月末日までにこの会が指定した方法により手続きを行
う。

２ 前項の場合において、この会は、会員が大和証券に開設する本人名義の口座に振替える
ことにより株式を返還する。

３ 第１項の引出しを行った場合には、第９条第２項の規定が適用される。

（経過措置）
第30条 本規約第９条第２項から第５項に定める奨励金支給停止については、経過措置として

2027年1月31日までの期間は、新制度周知書面の送達に代えることができる。
2 本条は、2027年1月31日に自動的にこれを削除する。

第９条 会員は、第７条の定時拠出金１口に対して100 円の奨励金を会社から支給され、これをこの会に出資する。た
だし、会員が子会社等の従業員である場合には、当該子会社等から支給されるものとする。

２ 前項の定めにかかわらず、会員が持株会口座から自己の名義による証券口座へ株式を移管（以下「引出し」とい
う。）した場合には、当該引出しの日が属する月の翌々月から起算して１年間、当該会員に対しては奨励金を支給
しない。
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買付日 買付金額 
2017 年 12 月 15 日 [155,078,759]円 
2017 年 12 月 22 日 [155,078,759]円 
2017 年 12 月 29 日 [155,078,759]円 
2018 年１月 12 日 [155,078,759]円 
2018 年１月 19 日 [155,078,759]円 
2018 年１月 26 日 [155,078,759]円 
2018 年２月２日 [155,078,758]円 
2018 年２月９日 [155,078,758]円 

2018 年２月 16 日 [155,078,758]円 
2018 年２月 23 日 [155,078,758]円 
2018 年３月２日 [155,078,758]円 
2018 年３月９日 [155,078,758]円 

合計 [1,860,945,102]円 
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